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WTTC 加霊芝 ， 梅寄生の ア トピー性皮膚炎へ の効果
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【目的】WTTC 加霊芝 ， 梅寄生 （WTTCGE ）が ，単純 ヘ ル ペ ス 感染症 で あ る 口唇ヘ ル ペ ス ，
性器ヘ ル ペ ス に有効で ある事を本学会 （年会）で報告した 。 今回は，HSV 感染が推定される ア ト

ピー
性皮膚炎へ の効果を検討 した。

【対象 】ア トピー
性皮膚炎の 9歳 6 ヶ 月男児 と 7歳11ヶ 月女児 。

【結果】症例 1 ：上記症状 の ア トピー
性皮膚炎の 9歳 6 ヶ 月男児 に オ キ サ ト ミ ド と共 に WTTCG

E を投与したとこ ろ
， 好酸球27％が， 2 ヵ 月後に は lL5 ％，3 ヵ 月後に は5％ と止常化する と共に，

8 ヵ 月後に はア トピーに よ る 痒み も消失 した 。 また感染が原因と思われ る皮疹も顕著 に 改善 した 。

初診時高値で あ っ た イ ン ター
フ ェ ロ ン も 2 ヵ 月後に は 正常化 した。NK 細胞活性は，初診時 24％，

2 ヵ 月後 39％ 　8 ヵ 月後に は60tl。 と増加 した 。 本症例に つ い て は，臨床的に漢方薬が非常に有効で

あっ た 。

症例 2 ：ウ イル ス 感染性 炎症 に よ る と推定 され る強 い 痒み のある皮疹を伴 っ た ア トピー
性皮膚炎の

7 歳11ヶ 月女児に，WTTCGE の み を投与 した。 1 ヵ 月後の 受診時 ，
ア トピー

性皮膚炎症状，並

び に痒み が か なり改善し，感染 が 原因と思 わ れ る 皮疹 も少し改善した 。 2 ヵ 月後の 受診時に は，ア

トピー
性皮膚炎症状，痒み が顕 著 に 改善し，ウ イル ス性が 疑われる皮疹もかな り消失した。NK 細

胞活性は 349。か ら48％ に まで 増加 した 。

【考察】2 症例 とも漢方薬に よっ て NK 細胞活性が上昇して い る こ とから，こ れらの ウ イ ル ス が N
K 細胞に よ り力価が減少 し

，
ウ イル ス 感染 に よ る悪化が減弱され るこ とによ りア トピー性皮膚炎症

状 も改善した と推 察され る 。 本症例で HSV の 分離や血清学的な証明は で きなか っ たが
， 臨床的 に

HSV 感染を伴うア トピー
の 悪化と考えられ た 。 WTTCGE が こ の よ うな症例 に対 し非常に有効

であ っ た こ とか ら，今後，さら に症例 を増や して検討したい 。
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